




Robert Walser als Schriftsteller und Räuber




スイス出身のドイツ語作家ローベルト・ヴァルザー (Robert Walser, 1878-
1956) の死の翌年，彼の遺稿の管理を任されていた文筆家カール・ゼーリヒ 













Vgl. Elke Siegel: Auftrage aus dem Bleistiftgebiet. zur Dichtung Robert Walsers. Würzburg: 
Königshausen u. Neumann GmbH, 2001, S. 12-13.
2 本稿で引用するヴァルザーのテクストは，以下に収録されたものを使用する。引用の際には，それ
ぞれ AdBおよび SWと表記し，巻数とページ数を示す。Aus dem Bleistiftgebiet. 6 Bde. Hg. v. 
Bernhard Echte u. Werner Morlang, Frankfurt a.M.: Suhrkamp, 1985-2000. Sämtliche Werke 







































に娯しみとなったということ述べている。Robert Walser: Briefe. Hg. v. Jörg Schäfer unter 
Mitarbeit v. Robert Mächler. Genf/ Hamburg: Kossodo, 1975, S. 240.
5 Andrea Hübner: »Das Märchen ja gesagt...« – Märchen und Trivialliteratur im Werk von 
Robert Walser. In: Dieter Borchmeyer (Hg): Robert Walser und die moderne Poetik. Frankfurt 













































ラッターの女性の小道」(AdB3, 20) 6 の題名が言及されたり，話をそらそうと




先駆けとして評価される画家アンリ・ルソー (Henri Rousseau, 1844-1910) の





6 スイスの女子教育者ドーラ・シュラッター (Dora Schlatter, 1855-1915)による指南書『女性の道
と女性の目的』(Frauenwege und Frauenziele)を指している。Anmerkungen (AdB3, 219)
7 これが正確に何を指しているかは定かでないが，同様に第 11段落で語られるベートーベンの「フィ
デリオ」(AdB3, 49) に関しては，1922年 1月 14日フリーダ・メルメ宛の手紙の署名にそのタイ









































































期の散文「ヴァンダ」(Wanda, 1912) 12 では，ポーランドの伝説上の女王を題
材として創作を試みた経験が，『盗賊』と同時期に書かれた散文「ヴィネー
タ」(Vineta, 1923) 13 では，大衆作家エリザベス・ヴェルナーの同名の小説の
内容が取り上げられており，ともにヴァンダという名の女性が登場する。また，
ザッハー＝マゾッホ (Leopold von Sacher-Masoch, 1836-1895) の『毛皮を着







10 Christian Benne: Schrieb je ein Schriftsteller so aufs Geratewohl? Der surrealistische Robert 
Walser. In: Friederike Reents (Hg.): Surrealismus in der deutschsprachigen Literatur. Berlin, 
2009, S.54-55.































































15 この女性は，エマ・レンツ＝グロイプ夫人 (1866-1925)とされ，ヴァルザーは 1922年 4月 1日か





































































































ジェイムズ・ジョイスの『ユリシーズ』(Ulysses, 1922) や T. S. エリオットの





















的なコラージュとは異なるものであるが，「分析的コラージュ (co l l age 








































新しい作品へと作り替えられることもあった。Vgl. Wolfgang Kersten: Paul Klee. »Zerstörung, 




























































































Tamara S. Evans: Robert Walsers Moderne. Bern: Francke, 1989, S. 156.
27 ちなみに，歴史上のラーテナウ暗殺事件（1922年 6月 21日）と未亡人のモデルであるレンツ夫人









































一方，スプーンを舐めるという盗賊の行為は，フラゴナール (Jean Honoré 
Fragonard, 1732-1806) の《盗まれたキス》(Le Baiser à la dérobée) からの
影響である。盗賊はこの前日，偶然この絵の複製画を目にし，感銘を受けたの
だということを語り手が明かしている。フラゴナールの絵画に関しては，『盗
賊』の他にも「フラゴナールの絵画」(Ein Bild von Fragonard) 29 という散文
で言及されている。《盗まれたキス》という作品には，若い男が貴婦人の頬に
だしぬけにキスをする場面が描かれている。この散文の語り手はこの絵画のな
かの男を貴婦人の小姓と見なし，ドラマチックな物語性を読み取っている。
『盗賊』の主人公もこの絵に触発され，未亡人の小姓になったつもりでスプー
ンを舐めることによって，未亡人のキスを「盗む」のである。さらに彼は，こ
うして得た官能をエッセーに綴っている。つまり盗賊は，《盗まれたキス》と
いう絵画を真似て，そこから詩作を行うことによってこの絵の物語を「盗ん
で」いる。要するにここでは，未亡人のキスと《盗まれたキス》という絵画が，
二重に「奪われて」いるのだと言える。
ラーテナウの訃報に対する拍手も，未亡人のスプーンへのキスも，一見軽は
ずみで外聞をはばかるような話だが，どちらも盗賊の感性を物語るエピソード
となっている。盗賊が感じた文学的感銘や芸術的官能の高まりは，グルテン山
に重ね合わせられ，並置されているのである。このように複数のエピソードを
同時に語るというのは，偶然によって生じたものではない。語り手は，三つの
話題を語り始めた際に，それを意図的に行っていることを説明している。
①さて，まずは彼とグルテン山に散歩しよう，すぐ近くにある山がそうい
28 SW16, 194-204.
29 SW20, 40-41.
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う名前なのだ。私が思うに，われわれはその山上の新鮮な空気のなかで，
②思う存分政治を論じることができるだろう。［…］③あの亡くなった未
亡人の話題についても，彼女の家財ともども，見逃すことはない。われわ
れはなんと四方八方へとあたりを見回して気を配っていることだろう。そ
れを何とも骨の折れることだと思う人もいるだろうが，状況は正反対であ
る。注意を払うということは，なにやら非常に活力となるようなものを含
んでいるのだ。(AdB3, 21)
並列的な語りを開始した時点ですでに，それぞれの話題が入り混じったかたち
で提示されている。また，網掛けによって示した部分で，語り手は複数の話題
を同時に語ることについて，困難さに触れながらも，創作の原動力のようなも
のを感じていることを主張している。ここには，複数のエピソードを断片化し，
組み合わせて語ることによって，新たな表現を試みようという語り手の意欲的
な姿勢を見ることができる。こうしたコラージュ的な創作方法は，この後に続
く第6，第7段落にも引き継がれている。
〈召使と少年―手渡された本〉
第5段落で用いられた並列的な語りの手法は，第6段落でも引き続き用いられ
ている。前段落の最後が「さて，許可を得て，召使娘と膝へのキスの話とシャ
レー風の家で手渡された本の話について」(AdB3, 24) という予告の言葉で締め
くくられているように，この段落では，以下の二つに関するエピソードが並置
される。
①召使として少年に仕える盗賊
②山小屋で手渡された本
盗賊は散歩の途中，一人の少年と知り合いになり，少年の召使として仕える
ことになる。盗賊は学校帰りの少年に付き従い，彼を家まで送り届けるという
日々を送る。そのなかで，少年の膝小僧にキスをしたり，通りすがりの女性に
意味深な微笑を送られたりするなど，少年愛的な関係がほのめかされる。一方
で，手渡された本に関してはほとんど語られることがない。
②本の手渡しについては，こういう次第だった。盗賊に対して，一冊の本
が，髪の白いけれども心のなかではとても若々しく感じている婦人から手
創作活動／盗賊稼業 73
渡された。なぜ今，たくさんの女性のコートが思い浮かぶのだろう。これ
はいったい誰のものなのだろう。さまざまな光が私の上を通り過ぎ，また
死んでいった。［…］ちょっと待ってくれ。考えさせてくれ。さあ，よし，
よし。②手渡されたその本については，場合によってはあとでまだ話すこ
ともできるだろう。必要なのは，それが方向性，道筋をわれわれに示して
くれることなのだ。①その後，盗賊は少年が住んでいたところまで付き従
い，［…］(AdB3, 26)
ここには本について語り始めたところで，別のイメージがいくつも思い浮かび，
気が散ってしまったため，語り手が混乱している状況が示されている。そして，
本についてほとんど語ることなく少年の話題を再開し，これに続く話題転換の
箇所で本に関する話を打ち切ってしまう。
①［…］つまり少年は一時的に，伯父と伯母のところに住んでいた。私が
思うに，こうしたことすべては全くもって他愛のないことなのだ。②われ
われが少なくとも，すでにあの本については「おしまい」にしたのは，良
いことだ。①召使奉公についても，さしあたりはもうそれほど論じる必要
はない。(AdB3, 27)
語り手は本の手渡しの話を切り上げるが，それに引きずられるようにして，少
年と召使のエピソードも終わらせ，二つのエピソードを並行して語ることに失
敗してしまう。つまりここでは，前段落のラーテナウの訃報と未亡人のスプー
ンの場合とは異なり，語り手が少年と召使，手渡された本という二つのテクス
トを結びつける関係性を提示することができないという状況が示されているの
である。このように，本来計画したように話を進めることができず，失敗して
しまう場合もあるが，語り手はこの失敗をあえて残し，物語を語り続ける。
〈ゲンファー・ガッセ―ポルトガル〉
二つの話題を同時に語るという方法は，第6段落では失敗に終わったが，続
く第7段落でも再びこの手法が用いられている。ここでは，以下の二つの話題が
並行して語られる。
①ゲンファー・ガッセ
②ポルトガル
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①ゲンファー・ガッセと②ポルトガル，私はどうやってこのかけ離れた場
所を関連付ければいいだろう。私はなんという困難を前にしていることだ
ろう。いまだかつて，書き物机で仕事するなかで，私はこれほど大胆に，
これほど恐れ知らずに文筆業に従事したことはない。私が紙上に投げかけ
たこのすべての文章，そしてすでに書きとめられた文章に続くすべての文
章。(AdB3, 28)
語り手は，ベルンの通りの一つであるゲンファー・ガッセとポルトガルという
地理的に遠く離れた場所を結び付けようと試みている。こうした語り手の発言
から，彼がコラージュ的なテクストの配置の操作に熱心に取り組んでいること
が読み取れる。
ポルトガルについての話題とは，大航海時代に関するものである。以下の文
章で始まる箇所では，語り手は15世紀に築かれたポルトガル海上帝国に思いを
馳せる。
②おお，この船乗りたちの精神によって，ポルトガルの海岸に，ヨーロッ
パの教養運動の名のもとに掲げられた旗よ。それは，15世紀のことだった。
［…］(AdB3, 28)
ここでは，インド航路の発見によって海上交易が活発化し，香料や繊維などが
ヨーロッパにもたらされるようになったという歴史的事実が述べられる。
他方ゲンファー・ガッセとは，盗賊が住んでいるベルンの歓楽街の名前であ
る。このベルンの街で，彼はヴァンダに出会い，恋に落ち，憧れを募らせる。
そして盗賊はある日，アーケードの下で熱に浮かされたような様子で，初めて
ヴァンダに声をかける。
①われわれは彼について誤解されないように言い添えなければならないこ
とがあるのだが，彼は四か月もの間，彼女に話しかける勇気を持てないま
ま，ほとんど毎日彼女のあとを追っていたのだ。それがやっと，成し遂げ
られたのだ。彼は自分をポルトガル人であるかのように思った，②そして
さて，読者はなぜわれわれが先ほど深紅の旗について話したのか理解した
ことだろう。彼の震える魂は，礼節によって抑えられ静まりかえった海の
ようで，絨毯商人の助けによって，彼はこの高貴な若い男に彼女が何とい
う名前で，彼女の両親が誰で，彼女がどこに住んでいるかを語らせること
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によって，新大陸の発見へと出発したのだった。世界は彼の目の前に開か
れていった。［…］新聞にはこう書いてあるのだが，原生林からのなかか
ら，驚き入った旅人たちの目の前に巨大な建造物がそびえ立った。こんな風
に，盗賊の心の前には彼の内面生活の活気を示す建造物がそびえ立ったの
だ。［…］(AdB3, 29)
ここでは初めてヴァンダに声をかけたときの盗賊の心象風景が描かれているが，
網掛けによって示した箇所から読み取れるように，その様子は大西洋へと乗り
出してゆく船乗りになぞらえられている。彼の内面が，凪いだ海や新大陸を発
見した船乗りや原生林にそびえ立つ巨大な建造物に喩えられることによって，
大航海時代に関する歴史的叙述とヴァンダに対する愛の高まりという抒情的描
写が融合する。ラーテナウの訃報と未亡人のスプーンの場合は二つのテクスト
の対比関係が示されたのに対し，ゲンファー・ガッセとポルトガルの場合には，
地理的にも質的にもかけ離れた二つのテクストの融和が起こっているのである。
 このように第5段落から第7段落では，複数のエピソードが解体され，個々の
断片化されたテクストがその切断面を剥き出しにしたまま並べられている。こ
うした断片的テクストの意図的あるいは偶然的な配置は，語り手にとっても思
いがけない新たな結びつきを生み出している。複数の断片的テクストを組み替
えるというこの方法は，単なる恣意的な並び合わせにとどまらず，新たなテク
ストの産出へとつながる創作技法なのである。
4.	結び
断片的なテクストの寄せ集めによって構成されている『盗賊』は，作中で
「盗み」と呼ばれている創作行為を文字通り実践している。この小説では，既
存のテクストから新しいテクストが生成される過程そのものが，作品として著
されているのである。この小説を書くなかで，ヴァルザーは単に他の作家や芸
術家のテクストあるいは他者をモデルとして取り込み，自分の作品へと作り替
えているだけでなく，自分の書いた作品すらも切り取り，再構成している。そ
れは，彼を取り巻く人々や景色，芸術作品のみならず，自分が描き出した作品
を観察するということであり，創作という行為そのものに目を向けることにつ
ながるものである。こうした自分自身の行為に対する反省的な意識が，「盗
み」という言葉に表れていると見ることができるだろう。
「盗み」とは盗作や剽窃のような，単なる否定的な行為に留まる方法ではな
い。即興的にあるいは意図的に異質なテクストを組み合わせていくことによっ
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て，新しい意味や表現が生み出される。
ペンというものは，一瞬でも休むくらいなら，禁じられていることを語っ
たほうがいい。おそらく，よりよい文筆稼業の秘訣はここにあるのだ，つ
まり書いているものには，とっさに飛び込んでくるものが必要なのだ。
(AdB3, 64)
語り手は，文章を書き連ねるなかで突然飛び込んでくるような思考が，創作に
は重要なのだと語る。語り手のこの言葉からは，あるテクストのなかに別のテ
クストの断片が入り込むという，まさにコラージュ的な方法をヴァルザーが重
視していたということを読み取ることができる。そして，語り手が複数のエピ
ソードを並行的に語る際に，「なにやら非常に活力となるようなものを含んで
いるのだ」(AdB3, 21)，「いまだかつて，書き物机で仕事するなかで，私がこ
れほど大胆に，これほど恐れ知らずに文筆業に従事したことはない」(AdB3, 
28) と告白しているように，この方法は創作のための動力源でもある。「盗
み」とは，他の作家や芸術家，自分自身による既存のテクストの断片を用いな
がら，さらに新しいテクストを創造してゆくための手法なのである。
